
：浸水範囲

Ⅰ：用排水施設の機能が確保され、除塩のみで営農が可能と

なる農地。Ｈ23年度当初までに除塩を行い、すでに営農が

可能となった。

Ⅱ：ヘドロ等が薄く又は部分的に堆積している農地。用排水施

設の機能確保、除塩等をＨ23年度内に概ね完了し、Ｈ24年

度から営農再開が見込まれる。

Ⅲ：ヘドロ等が厚く又は広範囲に堆積し、畦畔等も損傷してい

る農地。ヘドロ除去、農地復旧、除塩等をＨ24年度内までに

概ね完了し、Ｈ25年度から営農再開が見込まれる。

Ⅳ：ヘドロ等が厚く広範囲に堆積し用排水路等の損傷も著しい

農地や地盤沈下により一旦水没し耕土の損傷が著しい農地。

営農再開に必要な生産基盤の全面的な復旧をＨ25年度内

までに概ね完了し、Ｈ26年度から営農再開が見込まれる。

Ⅴ：堤防の破堤や地盤沈下により海水が浸入し、別途検討が

必要な農地。

凡 例

参考 農地の復旧可能性の図面

資料１

石巻市における農業の津波被害の状況

○農地浸水面積
市内約10,000ｈａのうち2,100ｈａが冠水（農地被害額は513億円）

○農業関連施設被害（揚水機場、排水機場など）
被害額は約100億円超。


